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病院の理念

１．患者本位の医療を行います。

２．良質な医療を行います。

３．行政サービスという自覚を持った医療を行います。

新副院長挨拶
　平成 29 年 4 月 1 日に副院長として内科・循環器科に赴任し

ました佐藤洋です。私は昭和 60 年の浜松医科大学の卒業で、

聖隷浜松病院、静岡市立静岡病院、米国シカゴへの留学を経て、

平成 8 年から 20 年間大学病院に勤務しました。大学では病棟医

長、カテーテル室長を務めて循環器診療にあたる傍ら、医局長、

臨床研修センター、社会保険の審査の仕事などもしてきました。

特に、新臨床研修制度が導入されてからは県東部を中心に深刻な

医師不足となり人事や研修に関わる者として、大変頭を痛めてお

りました。当院もいくつかの診療科を閉めざるを得ない状況にな

り、循環器内科を何とか維持しようと医師の確保に奔走した日々

が思い起こされます。

　私人としては、若い頃から歴史書とスポーツが好きでした。歴史については、家内と史跡めぐりによく出か

けます。スポーツは、学生時代はサッカーとバレーボール、最近は登山とマラソンに興じています。特に富士

山が大好きで家族や友人と 10 回以上登山しており、信仰や修行の対象としての富士山にも興味を持って研究

しています。好きが高じて富士山検定まで受けてしまいました。今回、縁あって当院に勤務することになりま

したが、大好きな富士山の麓で仕事ができることに運命を感じています。運命といえば、副看護部長と生年月

日が一緒でこれまた驚いています。さて、来年からは新・専門医制度が本格化し関連大学の医局人事が不安定

な状況になると予想されます。また、2025 年問題も間近に迫っています。当院は富士宮医療圏の中心として

また、浜松医大の東部地区の拠点として重要な病院です。スタッフの確保や新病棟の建設、診療の全面電子化、

南海トラフ地震対策など、当院が抱える課題は山積しています。

　私のモットーは、「一歩、前へ」です。“市民ファースト”の医療実現のため、また当院のために今何ができ

るか、次に何をすべきかを考えながら皆さんとともに歩んで行きたいと思います。今年度は、まず足元である

循環器内科の充実から図っていく所存です。どうぞよろしくお願いします。

＜佐藤　洋　副院長＞
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　当院では、ＣＴ室（１）に設置してありましたマルチスライスＣＴを更新し、静岡県内では初となる最新型

のマルチスライスＣＴ「ＳＯＭＡＴＯＭ　Ｆｏｒｃｅ」を導入しました。

　新しいマルチスライスＣＴは、シーメンス製で、Ｘ線管球と９６列の検出器をそれぞれ２個搭載した最新型

のＣＴです。時間分解能 (※) が高い装置で、今まで困難であった高心拍や不整脈の方の冠動脈ＣＴ検査や、

乳幼児のように体動の抑制が難しい場合や息止めが難しい場合などへの対応が期待されます。

当院では高性能ＣＴが２台あり、疾患により最適なＣＴを選択して検査を行っています。

マルチスライス CT 新しくなったマルチスライス CTを須藤市長が内覧しました

最新のマルチスライスＣＴを導入しました

※時間分解能：動いているものでも止まって見える機能

医師の人事異動について
3 月 31 日退任

石田　夏樹
田代　傑
山﨑　賢士
長倉　優花
榎並　彩子
金城　健一

長谷川 悠人
山本　豪明
後迫　宏紀
甲斐　文丈
伊藤　敏谷
小山　明宏

仁宮 慎一郎
長崎　計
小澤　紅美

4月 12 日退任
末松　美和

4月 30 日退任
海野　智之
笹田 久美子内藤　千絵

4月 1日就任

相川　淳

竹原　啓
中嶋　貴志江間 智映実

高橋　賢一

佐藤　洋

赤池　洋人
河合　泰寛

曹　宇晨
ソウ ウチン

川田　良紀
船橋　健吾

研修医 鈴木　英斗

鄭　相絃
佐藤　伊将

ジョン サンヒョン

山田　智裕

内科

小児科

整形外科

泌尿器科
産婦人科
放射線科

外科
研修医

麻酔科

泌尿器科
皮膚科 整形外科

産婦人科
放射線科内科

循環器内科

小児科

外科

麻酔科

新規採用職員が入職しました
　平成 29 年度新規採用職員の入

職にあたり４月 3 日から１１日ま

で研修を行いました。研修医を含

め総勢３３名が参加しました。

　この研修は医療安全、感染対策、

情報システム、注射の実際、看護

技術など座学から実習まで幅広く

行うのが特徴です。このような新

人研修に力を入れているのが当院

の魅力であります。また、看護部

では今年度から看護師１年目の職

員の名札に初心者マークを付ける

など安心して職場で過ごせるよう

な配慮も行っています。なお、こ

の研修の様子を一足先にホーム

ページの看護部ブログに掲載して

いますので見てみてください。

看護部ブログはこちら


